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１．新型コロナウイルス感染症の発生について 

湖北省武漢市が発生源とされる新型コロナウイルス感染症（以下「新型感染

症」という）は、日本を含む世界 185 の国・地域で、感染者は 37 万人、死者は

16,000 人を超え1、そのうち中国国内の感染者は 81,171 人と最も多い。 

中国においては、特に感染者が多かった武漢市内が 1 月 23 日に封鎖2され、2

月 16 日には、湖北省政府が省内の居住地区や団地で管理式封鎖3を実施した。ま

た、浙江省温州市など感染者が多い他の都市・地域でも同様の措置が適用される

など、中国政府は国を挙げて矢継ぎ早に対策を実施してきた。 

日本では、外務省が 1月 24 日に湖北省全域の感染症危険情報をレベル３（渡

航中止勧告）に、31 日には中国全土（湖北省を除く）をレベル２（渡航自粛要

請）にそれぞれ引き上げた。また、2 月 12 日には、中国在住者や渡航予定者に

対して、早期の一時帰国や渡航延期を至急検討するよう注意喚起がなされ、これ

を受け、駐在員や帯同家族が慌ただしく日本に帰国するなどの対応に追われた。 

3 月 11 日には、世界保健機関（WHO）が「パンデミック（世界的大流行）」の

状況にあると発表したが、その後もイタリアなど欧州での感染者及び死者が急

増し、23 日には「パンデミックが加速している」と改めて発表を行い、世界規

模での感染拡大に危機感を示した。 

 

２．上海市内の様子と県内企業への影響 

①上海市内の様子 

  上海市内では徹底した防疫体制が敷かれており、感染者の早期発見のため、マ

ンション、オフィスビル、地下鉄の駅改札、スーパー等の至る所で体温検査が実

施されている。また、居住マンションによっては、37.3℃以上の体温が検知され

ると、市の防疫部門と公安（警察）に通報されるなど、更に厳しい管理体制を採

用するところもある。食料品等の日常生活品は豊富にあり、ネットスーパー等を

                                            
1 厚生労働省ホームページ（2020 年 3 月 24 日時点） 

2 市内全域の地下鉄など公共交通機関を暫定的に営業停止。市民は武漢市を離れてはならず、空港、鉄道

の駅及び武漢を離れる道を暫定的に封鎖。 

3 (1)外部車両の不必要な出入りの禁止、(2)外部の人々の不必要な入場禁止、(3)住民の外出の管理（薬

品及び生活必需品等は集中調達・配達等を行う）、(4)商店経営に関し体温測定が義務づけられる等の措

置。 



利用することで調達も容易であるが、地下鉄乗車時にはマスク着用を義務付け

られるほか、スーパーではマスクを着用していない客の入店を拒否していると

ころも多い。2月上旬にはマスクそのものも店頭販売は禁止され、予約販売制（１

世帯５枚まで等）に切り替えられた（3 月 25 日時点ではネットでの購入可能）。 

 

②企業活動への影響 

上海市では、2月 10 日に企業の業務が再開された

が、依然として時差出勤や在宅勤務が奨励されたこ

ともあり、再開当日は街に人はほとんどおらず（写

真１）、オフィスビルでは、空気感染の恐れがあると

いう理由で空調の使用が全面的に禁止された。華東

地域日商倶楽部懇談会の調査結果4によれば、製

造・非製造問わず会員の９割超の企業で業務は再

開しているものの、稼働率は「半分程度以下」と回答した企業の割合が６割以上

を占めた。また、製造業では、物流が業務再開上の一番のボトルネックと回答し

ており、多くの企業が本格的な操業再開に至っていない。 

県内企業においても、進出地域によって様々な影響が出ている。湖北省に進出

している建具の製造企業からは「工場再開に必要な許認可が地元当局から下り

ておらず、再開の目途が立たない」といった声がある一方、江蘇省にある福祉器

具の製造企業からは「既に２月下旬に工場は再開しており、社員も９割以上が復

帰している」といった明るい兆しもある。 

 

３．今後の見通し 

中国政府は、首都へのウイルス流入を阻止するため、3 月 23 日より国際線の

北京への直接乗入れを禁止し、まずは中国国内の他の空港で検疫を受けた上で

北京に移動させる措置を開始した。このような中、上海市政府は、日本での感染

者数が欧米のように急増していない状況を考慮し、同 23 日より検疫対象の重点

国から日本を除外し、日本からの入国者については 14 日間の隔離措置が不要と

なった。また、中国国内の新規感染者数が徐々に減少し、3月 24 日には 31 省市

中、湖北省を含む 19 省市において新規感染者がゼロと発表されるなど、収束に

向かい始めている明るい兆しもある。 

日々状況が変化しているが、当事務所では事務所ホームページやメール等を

通じて各種情報提供に努めている。上海への渡航に関して気になることがあれ

ば、お気軽にお問合せいただきたい。 

                                            
4 新型コロナウイルスの企業活動への影響について（華東地域（上海市、浙江省、江蘇省等）の日系企業

会員向け緊急アンケート結果）。アンケート期間は 2月 19 日～2月 21 日。2月 24 日公表。 

（写真１）地下鉄車内の様子(2月 10 日時点) 


